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ステップ１ 機械包括安全指針に基づくリスクアセスメントを行います。

（1）機械の使用条件を明確にし、機械の制限仕様のシートを作成する。

（2�）全ての危険源を同定してリスク評価を行い、適切なリスクの低減が達成されていないと判断され

た危険源に対してリスク低減方策の実施を検討する。

（3�）検討したリスク低減方策によって適切にリスクレベルを下げることができているか確認し、リス

クアセスメント結果をまとめた表（まとめ表）を作成する。

※メーカーのための機械工業界リスクアセスメントガイドライン（http://www.jmf.or.jp/japanese/standard/pdf/hyojun_guidline.pdf）参照

残留リスク情報ができるまで残留リスク情報ができるまで残留リスク情報ができるまで

機械に接近する人

保守点検作業者・業者

電気設備業者

知識・経験または条件

LPIROAFS策方rLPIROAFS
S1 F1 A1 O1 本質 安全 情報 S1 F1 A1 O1
S2 F2 A2 O2 安全 防護 提供 S2 F2 A2 O2

3O3O
1 運転 作業

者
１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

回転体 運転監視
作業中

外装（シュラウド）の
扉を開いて回転する
機械に接触する S2 F1 A1 O2 2 c

外装（シュラウド）の扉
に安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S2 F1 A1 O1 2
c

※１
要

有
（警告）

採

取説に危

険性を明記

し教育訓練

の実施を求

める。

2 運転 作業
者

１機械的
危険源
1.6衝撃の
危険源

キャッパ
上部

運転作業
中

本体上部カバー閉め
忘れにより、運転開
始直後にカバーと接
触する。

S1 F2 A1 O3 2 b

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S1 F1 A1 O1 1
c

※１
不要 無 採 －

3 運転
（不具合
発生時）

作業
者

１機械的
危険源
1.3切傷ま
たは切断
の危険源

容器搬送
部

噛み込ん
だ容器の

処理

破びんで手を切る。

S1 F1 A2 O2 1 －

取説指示。
ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ注意
事項８に記載。
「破びん除去時の保
護具の着用。」

－ － ○ 無 S1 F1 A2 O2 1 － 不要
有

（注意）
採

RI=1である

が、従来か

ら実施の有

効な方策

4 運転
（不具合
発生時）

作業
者

１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

容器搬送
部

噛み込ん
だ容器の

処理

回転体と接触する。

S2 F1 A1 O2 2 c

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S2 F1 A1 O1 2
c

※１
要

有
（警告）

採

取説に危

険性を明記

し教育訓練

の実施を求

める。

5 運転
（不具合
発生時）

作業
者

１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

キャップ
搬送部

噛み込ん
だキャップ

の処理

回転体との接触

S2 F1 A1 O2 2 c

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S2 F1 A1 O1 2
c

※１
要

有
（警告）

採

取説に危

険性を明記

し教育訓練

の実施を求

める。

6 型替 作業
者

１機械的
1.6衝撃の
危険源

フィラ昇
降部

高さ調整
作業

フィラ本体と昇降部
分に挟まれる。

S1 F1 A1 O3 2 a

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S1 F1 A1 O1 1
c

※１
不要 － 採 －

7 型替 作業
者

１機械的
危険源

1.1押しつ
ぶしの危

険源

キャッパ
本体昇降

部

高さ調整
作業

本体と昇降部分に手
などを挟む

S1 F1 A1 O3 2 －

取説指示。
　保守点検に関する
注意事項４に記載。
「可動部分に人がい
ないか確認し、声をか
けて注意を促す。」

－ － ○ 無 S1 F1 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

8 型替 作業
者

１機械的
危険源
1.6衝撃の
危険源

機械周辺
アタッチメ

ント

アタッチメ
ント交換
作業中

アタッチメントを足の
上に落とす。

S1 F1 A1 O3 2 －

取説指示。
  保守点検に関する
注意事項12，13に記
載。「保護具の着用，
必要に応じ２人作業
を行う。」

－ － ○ 無 S1 F1 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

9 保守
点検

作業
者

１機械的
危険源
1.1押しつ
ぶし
1.3切り傷

本体の
狭所

機内
清掃中

狭所で手を挟む。
また，頭をぶつける。

S1 F2 A1 O3 2 －

取説指示。
保守点検に関する基
本的注意事項９に記
載。「清掃作業時は，
清掃に適した道具お
よび保護具の使用。」

－ － ○ 無 S1 F2 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

10 保守
点検

周囲
の作
業者

１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

スターホ
イルやび

ん台

機内
清掃中

手回しで回転してい
るスターホイルやび
ん台に手を挟む。

S1 F1 A1 O3 2 －

取説指示。
  保守点検に関する
注意事項４に記載。
「手回し時安全確認
後、声をかけて注意
を促す。」

－ － ○ 無 S1 F1 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

さら
なる
低減
の要
不要

No.
ライフ

サイクル
対象 危険源

危険
箇所

作業
内容

保護方策の分類
新た
な危
険源
の発
生

危害発生の
シナリオ

イニシャルリスク評価※
備考

（採否理
由などの

記述）

低減後のリスク評価※
残留リス
クの有

無
(注記参照)

方
策
の
採
否
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